
令和４年度の取組内容(学校教育課)

令和４年度計画

〇自転車活用促進への取組み
・交通安全教室の実施
各小中学校で警察などの関係機関と連携をして交通安全

に対する意識の啓発を行う。その中で自転車で通行する

際のルールや注意点などについても指導を行う。活動内

容については各校の実態に応じて実施する。

・各校の予定

【御前崎小】４月20日（水）１,２,５,６年

21日（木）３,４年
【白羽小】 ４月15日（金）１,２,３,４年
【第一小】 ４月25日（月）２,３,４,５年

５月16日（月）１,６年
【浜岡東】 ４月18日（月）１,６年

６月３日（金）２,３,４年
【浜岡北】 ４月21日（木）
【御前崎中】４月14日（木）３年

21日（木）１年

26日（火）２年
【浜岡中】 ５月６日（金）

〇自転車活用促進への取組み
・交通安全教室の実施
小中学校が関係機関と連携をし、交通安全教室を実施し

た。自転車で通行する際のルールやマナーなどについて

指導を行った。日常生活で自転車を安全に活用する意識

の啓発を行った。

・交通安全教室の実施

学校名 実施日 学年 協力機関

御前崎小 ６月24日 ６年 菊川警察署

白羽小 ６月21日 ６年 菊川警察署

第一小
４月25日
５月16日

２～５年
１・６年

菊川警察署

浜岡東小
４月18日
６月８日

１・２・６年
３・４・５年

菊川警察署

浜岡北小 ５月13日 １～６年 菊川警察署

御前崎中
４月15日
４月21日
４月26日

３年
１年
２年

牧之原警察署

浜岡中 ５月６日 １年
菊川警察署
浜岡自動車学校

令和４年度実績



令和４年度の取組内容(建設課)

令和４年度計画

〇自転車活用促進への取組み
・矢羽根型路面表示の設置
市民の自転車利用を促進及び安全で快適な自転車の走行環
境の整備を目的とし、矢羽根型路面表示を設置する。

・設置場所、予算
設置場所は、太平洋自転車道から市内自転車ルートへの引
き込みルートで設置予定。予算は生活環境整備事業の市単
工事費から支出する予定。

・効果
矢羽根型路面表示を設置することにより、自転車の通行位
置と方向を明示して自転車の安全な通行を促し、自転車利
用者が安全に走行できる環境づくりを推進する。

位置図 設置写真(参考)

〇自転車活用促進への取組み
・矢羽根型路面表示の設置

1月～3月にかけて、静岡県が迂回ルートの変更に伴い、矢
羽根型路面表示及び誘導サインをL＝11.92ｍ設置し、既存
のルートの矢羽根型路面表示及び誘導サインをL＝6.72m削
除する。(削除については現在施工中)

・効果の検証
矢羽根型路面表示完成後の確認及び自転車利用者の利用状
況を確認する。

・課題・改善策
今回実施したのが迂回ルートの一部分である。ルート全
体を確認し、矢羽根が必要な箇所をまとめる。

設置写真(参考)

令和４年度実績



令和４年度の取組内容(危機管理課)

令和４年度計画

〇自転車活用促進への取組み
・災害時における自転車活用の検討

災害発生時、多くの交通機関が被災する。また自動車に

よる渋滞が発生する中、自転車が移動手段として活躍し

た実績を踏まえ、防災訓練の説明会等にて自転車活用の

推進を図る。

・検討場所

総合防災訓練や地域防災訓練などの説明会を活用する。

・効果について

総合防災訓練や地域防災訓練の説明会時での意見を集約

し、災害時における自転車活用を推進する。

・総合防災訓練説明会

７月19日（火）～28日（木）８回に分けて８地区説明会

・地域防災訓練説明会

11月７日（月）～11日（金）３回に分けて８地区説明会

上記説明会において災害発生時での自転車活用の推進を

図った。説明会時に出た意見としては、非常時には自転車活

用しないといけないといった前向きな意見、また、地割れで自

転車が走行できない状態や信号機が作動しない場合の事故

への懸念等の意見がありました。

今後は、災害等における職員等の移動手段として、自転車

の活用を検討するとともに、引き続き自転車利用の有効性に

ついて啓発していきたい。



令和４年度の取組内容(健康づくり課)

令和４年度計画

〇自転車活用促進への取組み

・健康マイレージチャレンジシートの努力ポイント

の記載例に自転車を追加
市民の自転車による健康増進の促進及び疾病予防を目的

に、運動の動機付けの例として、自転車の活用を記載す

る。

・効果

健康づくりのきっかけのために、自転車活用を推進する。

・健康教育の際、自転車の健康効果について参加者
へ伝える。
市民や企業への健康出前講座（健康教育）の際に、健康
増進や疾病予防、ストレスケアの一つとして、自転車の
健康効果について参加者に伝える。

・効果

健康づくりのために、自転車活用を推進する。

〇自転車活用促進への取組み

・健康マイレージチャレンジシートの努力ポイント

の記載例に自転車を追加

市民の自転車による健康増進の促進及び疾病予防を目的に、

運動の動機付けの例として、自転車の活用を記載した。

・効果の検証

今年度（１月３１日現在）のマイレージポイントカード提出者114

人の努力ポイントの内訳をみると、3,415ポイント中、1,756ポイ

ントと約半数がスポーツを実施。

自転車活用がされたかは不明であるが、スポーツ欄に自転

車活用の記載をしたことで、健康づくりのきっかけとして自転車

を取り入れた人もると考えられる。

・健康教育の際、自転車の健康効果について参加者

へ伝える。
市民や企業への健康出前講座（健康教育）の際に、健康

増進や疾病予防、ストレスケアの一つとして、自転車の

健康効果について参加者に伝える。

・効果の検証

5月11日のシェブロンジャパン等の出前講座で自転車の健康

効果について参加者へ伝えた、

シェブロンジャパン、新入職員研修、中部電力、池新田

高校学校保健委員会他

令和４年度実績



令和４年度の取組内容(総務課)

令和４年度計画

〇自転車活用促進への取組み
・自転車通勤の推進

デスクネッツのインフォメーションを活用し、職員へ自

転車を活用した通勤等を呼び掛ける。

職員用駐輪場を確保する。

・設置場所、予算

既存システム及び施設を利用し、自転車活用の推進を行

う。

・効果

自転車通勤を促進することで、普段からの自転車利用を

促し、脱炭素社会への意識づけを推進する。

既存設置施設

御前崎市役所

庁舎東側駐輪場

令和４年度実績

広報期間 ：令和４年７月１日～令和４年７月３１日

取組内容 ：庁内イントラネットを活用し、職員へ自転車活

用の広報を行うと共に、御前崎市自転車活用

推進計画概要版を添付し計画の推進をした。



令和４年度の取組内容(企画政策課)

令和４年度計画

〇自転車活用促進への取組み

・レンタルサイクル事業

Ｅバイク等を活用したサイクルツーリズムの推進とス

ポーツと観光の両面における交流・関係人口の拡大を

目的とし、レンタルサイクル事業を実施する。

・設置場所、予算

設置場所：御前崎市観光物産会館 なぶら館

（御前崎市港6099番地の1）

予算：定期点検委託料（220,000円）

・効果

レンタルサイクル事業を実施することにより、サイクリ

スト等の交流・関係人口の拡大につなげるとともに、市

内外の自転車活用人口拡大に寄与することで、持続可能

性のある環境づくりを推進する。

設置施設外観 Eバイク写真

〇自転車活用促進への取組み

・レンタルサイクル事業

年間を通じてＥバイク等のレンタルサイクル事業を実施

し、令和5年1月末時点で延べ111台を貸し出し、249,000

円の収益を上げた。

【参考（R3実績）】

レンタル台数：延べ95台

年間収益：200,000円

・効果の検証

初めて利用する方も多く、中にはEバイクの利用を目的に

来訪された方もいる等、交流・関係人口の拡大や自転車

活用人口の拡大につながったと考える。

・課題・改善策

現在、なぶら館のみでＥバイク等のレンタルが可能と

なっているが、より多くの方に利用してもらうためには、

他施設にも設置する等利用者にとってより利便性の高い

運用方法を検討する必要がある。

サイクルスポーツを活用した交流・関係人口の拡大に向

けたイベントの実施等についても、今後関係機関と検討

を進めていく。

令和４年度実績



令和４年度の取組内容(商工観光課)

令和４年度計画

〇自転車活用促進への取組み
・観光ガイドでの情報発信
総合観光ガイド「はじめまして御前崎」、
宿泊ガイド「おいしい魚と海のあそびのおまえざきに泊
まろう！」にサイクリング情報を掲載しているため、観
光関連施設、市内宿泊施設へそれぞれのガイドを配架し
情報を発信する。

・設置場所

観光関連施設、市内宿泊施設

・効果
観光関連施設、市内宿泊施設へガイドの情報を発信する

ことにより自転車利用者が増え、年間を通じた観光交流

客数の増加につながる。

〇自転車活用促進への取組み
・観光ガイドでの情報発信
総合観光ガイド、宿泊ガイドを観光物産会館をはじめ、
市内観光関連施設、市内宿泊施設へガイドを配架し情報
を発信した。
イベントにてE-バイクを活用した。

・設置場所

観光関連施設、市内宿泊施設

・イベント活用

灯台ワールドサミットin御前崎

・効果
観光関連施設、市内宿泊施設へガイドの情報を発信する

ことにより自転車利用者が増え、年間を通じた観光交流

客数の増加につながった。
イベントにてE-バイクを貸出すことにより、自転車利用
促進につながった。


